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東南極大陸縁辺域リュツオ・ホルム湾沖での海底電磁気探査

Marine electromagnetic survey off Lutzow-Holm Bay, continental margin of East Antarc-
tica
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超大陸の分裂・集合過程は、プレートテクトニクスの原動力や海洋底拡大のダイナミクスに関係する。リュツオ・ホ
ルム湾沖は南極大陸縁辺域に位置し（南緯 69度，東経 37度付近）、ゴンドワナ大陸の分裂に関係した大陸性・海洋性の
地殻・マントルの境界領域と考えられている。この領域の地殻・マントル構造を知ることは、大陸分裂とそれに続く海
洋底拡大のメカニズムを探る上で重要である。本研究では、岩石組成，含水量，温度などにより変化する比抵抗値に着
目し、リュツオ・ホルム湾沖で海底下比抵抗構造探査を行った。
探査には 2台の海底電位差磁力計 (OBEM)を用いた。OBEMの設置・回収は、第 47次日本南極地域観測において砕

氷艦「しらせ」により行った。観測期間は、2005年 12月の機器設置から 2006年 2月の機器回収までのほぼ 90日間で
ある。OBEMには、機器投入前に GPS時計に合わせた時刻，3成分の磁場，4成分の電位差，2成分の機器傾斜データ
が記録された。
時系列データに対して、ノイズ除去，時刻補正，電位差データから電場の計算，機器傾斜補正を行い、磁場・電場それ

ぞれ 3成分のデータを得た。なお、1つのOBEMの電位差計のデータの 1つには、2006年 1月中のおよそ 10日間にスパ
イクノイズが多数あった。そのため、この期間のデータは使用していない。また、2つの OBEMとも、傾斜計の 1成分
は計測範囲（± 8度）を超えていた。この傾斜計 1成分の値は、観測磁場と国際標準磁場 (IGRF)との比較により決めた。
磁場・電場データをもとに、MT 法による解析を行った。MT レスポンスは、BIRRP (Chave and Thomson, 2003, 2004)

によって磁場・電場の統計的な異常値を取り除いて推定した。解析した MT レスポンスの周期は、240秒から 81920秒
である。推定したMTレスポンスには 2つの観測点で共通して次のような特徴が見られた。(1)見掛け比抵抗値の対角成
分と非対角成分の値が、1000秒以上の周期で同じオーダーになる。(2)見掛け比抵抗値が全体的に 10 Ohm-mよりも小
さい。また、周期が短くなるほど小さくなり、3000-4000秒以下では 1-3 Ohm-mになる。以上のような推定した MT レ
スポンスの特徴の要因として、 3次元的な地形と大陸性・海洋性比抵抗構造，堆積物の影響が考えられる。これらの影
響についてフォワードモデリングを用いて定量的に示し、リュツオ・ホルム湾沖の海底下比抵抗構造について議論する。
なお、観測点の緯度が南緯 67度付近と高緯度であるため、MT レスポンスに対する入力磁場の影響が考えられるが、そ
の影響についても議論する。


